






要約:川崎病の冠動脈障害に基づく陳旧性“心筋梗塞"と診断された川崎病既往者 6 例に

Gd-DTPA 造影 MRI を施行し、心筋の組織性状診断を試みた。対象は陳旧性“心筋梗塞”と

診断された川崎病既往者 6例(男 4例、女 2例;年齢平均 17.9、標準偏差 5.8 歳)で、Gd-DTPA

投与前と 0.1mmo/kg静注後 5-15 分に MRI を撮像し、両者を比較検討した。“梗塞”部位の

心筋壁の菲簿化が全例に認められた。また、Gd-DTPA 造影後、6 例中後 3 例は明らかな変

化が認められず、他の 3例は、梗塞部周辺に染影が認められた。


